
１
万
１
千
円

獲
得
の
と
こ
ろ
も

す
で
に
、
自
治
体
か

ら
案
内
が
来
て
い
る
通

り
、
学
童
保
育
指
導
員

の
賃
金
改
善
「
放
課
後

児
童
支
援
員
等
処
遇
改

善
臨
時
特
例
事
業
」
の

獲
得
が
、
春
闘
前
段
の

中
心
課
題
で
す
。

運
営
者
に
要
求
書
を

出
し
た
職
場
も
あ
り
ま

し
た
し
、
上
げ
る
前
提

で
す
で
に
話
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

中
に
は
、
「
法
定
福

利
費
の
増
加
分
は
、
学

童
側
で
負
担
し
て
、
指

導
員
に
は
１
万
１
千
円

の
手
当
に
し
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

ま
た
、
運
営
者
側
が

「
市
に
は
申
請
し
な
い
」

と
一
度
は
回
答
し
た
も

の
の
、
当
該
の
組
合
員

は
支
部
に
相
談
し
た
り
、

市
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
り
と
粘
り
、
書
類
の

出
し
直
し
で
何
と
か
獲

得
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
仲
間
も
い

ま
す
。

９
０
０
０
円
で
は
、

補
助
対
象
外

名
古
屋
市
の
書
類
で

み
る
と
、
常
勤
（
正
規
）

の
介
護
保
険
被
保
険
者

は
９
５
０
０
円
、
４
０

才
未
満
（
介
護
保
険
の

被
保
険
者
に
該
当
し
な

い
）
の
方
だ
と
９
５
５

０
円
が
、
補
助
額
に
達

す
る
ラ
イ
ン
の
よ
う
で

す
。こ

れ
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
て
、

「
９
０
０
０
円
の
引
き

上
げ
」
と
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
が
、
９
千
円

で
は
、
補
助
対
象
外
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。申

請
書
類
を
作
っ
て

い
る
役
員
に
も
、
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労愛知学童保育支部
2022.2.7．

ＮＯ.３１６

全日本建設交運一般労働組合

愛知学童保育支部 発行

名古屋市中川区宮脇町2-99-2

コロナ感染、
学童保育所にも

新型コロナウイルスは、オミクロン株に置き換わっ

てから子どもたちへの感染拡大という事態になってい

ます。

1月中旬より、支部の事務所に

組合員から「陽性者が出ました」

「閉所になりました」という報告

が急激に増えてきました。

また、学校の半分くらいのクラ

スが学級閉鎖になっているという

地域もあります。

どんなに衛生管理をしていても、感染力の方がそれ

を上回っている、だれがなってもおかしくない状況に

あるということです。

これまで通り、マスクの着用、手洗い、掃除など、

日常的にやれることを継続していきましょう。

必要な備品類は準備するにしても、今以上の過度な

感染対策は、学童保育所の生活を窮屈なものにしてし

まいます。

こうしたことを、保護者の方たちとも確かめ合いま

しょう。

可能な方法で、拡大行動を

拡大行動は、コロナの影響で訪問する、会って対話をす

る、ということが難しい状況です。

そんな中、1月より3人（春日井、緑、昭和）、2月にも

3人（千種、緑、瑞穂南）の拡大がで

きました。いずれも新規採用や職場

内の未組織の方たちです。

一番身近な人に声をかけましょう。

全国学童保育部会で作成したクリ

アファイルも大いに活用してくださ

い。QRコードから、動画も見れます

よ。



指導内容研究交流集会

今年も指導内容研究交流集会（指内研）を開催

します。

昨年は、ZOOMで全体会のみの開催でした。し

かも、報告提案している方の顔だけ写っている、

という形式でした。集会後に、「やっぱり、保育

のことを話したい」「分科会を開いてほしい」

「いろんな方の話が聞きたい、会いたい」などの

声がたくさん寄せられました。

執行部として、何とか午後の分科会までできな

いか、と検討を進めています。

開催日は、

2022年5月22日（日）

ということは決まっており、会場は労働会館を

予約済みです。

コロナの状況を見

ながら、開催方法、

内容などを決め、3

月中にはお知らせで

きるようにしていき

ます。

コロナ禍でいつも以上に「換気」

をすることがおおかった日々を約2年過ごし

てきました。今まで来なかった苦情も来るよ

うになり、やはりプレハブでは限界かなと感

じています。

最近では窓を閉めていても苦情が来ます。

「防音」に関して設備や仕様が欲しいです。

私の学童保育においては、こ

の間学校の学級閉鎖が続く、更に職場に置

いて、実際感染者が発現し、市からの要請・

指導を受け4日間閉所となるなど、子どもた

ちも父母も職員も大変。不安な状況の中毎日

それでも登所・出勤をいている。換気・除染

のであるが、密集せずにゆとりをもって送れ

る本建築の施設を切に望みます。

子どもた

ち同士のふれあいが生活の一部である学童。

おやつも離れて・・・。じゃれあいも止められ、

体制もままならない中で、人手があればできる

行事も実現できず、子どもたちにとってはガマ

ンの毎日です。

「どうせできんでしょ」もよく聞く言葉に・・・。

子どもたちに「あきらめる」ばかりを経験させ

たくありません。

名古屋市の

学童保育所で働いています。実際に職員の中

からも感染者がでました。現場の職員としてあ

らゆる感染対策はしてきたつもりですが、名古

屋市のプレハブ・ワンルームの専用室では新型

コロナウイルスは防ぎきれません。公的責任で

なんとかしていただかないと子どもたちの安全・

安心は守りきれません。


